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2009.9.20 敬老会 教会学校の出し物 

平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第２水曜日 午後2時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

聖体礼拝： 土曜日 午後5時30分 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後２時３０分 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday: 
9:30 am Mass in English (Maria Kan－Hall) 
第４日曜日 午後２時 ベトナム語のミサ  

 

神
の
慈
し
み
は
永
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助
任
司
祭 

ナ
ジ
・エ
デ
ル
ベ
ル
ト
ウ
ス 

 

蝉
の
声
が
な
く
な
っ
て
静
か
で
清
い
季
節
が
来
ま
し

た
。
小
さ
な
秋
が
来
ま
し
た
。
太
陽
は
９
月
22
・23

日
に
赤
道
の
方
に
そ
っ
て
ず
っ
と
南
へ
移
動
し
ま
す
。

北
半
球
に
住
む
私
達
は
永
い
夜
と
短
い
昼
の
季
節

を
味
わ
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
暗
い
場
所
に
永
く
い

る
の
は
誰
に
と
っ
て
も
怖
い
も
の
で
す
。
ヤ
コ
ブ
の
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
一
人
で
旅
す
る
ヤ
コ
ブ
は
怖

く
て
、
寝
る
前
に
自
分
を
神
の
加
護
に
委
ね
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
神
様
は
彼
の
祈
り
を
聴
き
入
れ
て
く

だ
さ
っ
て
天
使
た
ち
が
天
ま
で
届
く
梯
子
「は
し
ご
」

で
行
っ
た
り
き
た
り
す
る
姿
を
夢
に
よ
っ
て
彼
に
見

せ
ら
れ
ま
し
た
。
天
使
た
ち
と
共
に
過
ご
す
よ
う
な

気
分
を
も
っ
た
ヤ
コ
ブ
は
喜
び
の
あ
ま
り
に
朝
早
く

起
き
一
番
良
い
石
を
探
し
て
神
様
の
慈
し
み
を
頂
い

た
記
念
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

天
使
は
天
の
集
い
に
預
か
る
清
い
霊
で
す
。
人
間

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
る
あ
る
日
、
人
間
を
保

護
す
る
使
命
を
果
た
す
時
、
翼
の
あ
る
ケ
ル
ブ
の
よ

う
に
な
っ
て
世
に
登
場
し
ま
す
。
昔
か
ら
天
使
の
話

が
あ
り
ま
し
た
が
公
に
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
全
体

に
記
念
す
る
日
を
定
め
ら
れ
た
の
は
１
６
０
８
年
９

月
２
７
日
か
ら
で
す
。
教
皇
パ
ウ
ロ
５
世
に
よ
り
始
め

て
カ
ト
リ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
の
中
に
守
護
の
天
使
の
記
念

日
が
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
代
９
月
の
29
日
は
大
天
使
の
祝
日
に
な
っ
て
い

ま
す
。
１
６
１
５
年
か
ら
10
月
の
２
日
は
守
護
の
天

使
の
記
念
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
守
護
天
使
の
話
を

聞
く
と
イ
エ
ス
様
の
子
供
達
に
対
し
て
の
優
し
い
態

度
胎
を
お
も
い
出
し
ま
す
。
子
供
を
軽
ん
じ
る
な
。

彼
ら
の
天
使
は
天
の
神
の
御
顔
を
見
て
い
ま
す
「
マ
タ

イ
18
・10
」
。
守
護
天
使
は
人
間
に
対
す
る
神
の
慈

し
み
の
印
で
す
。
冬
が
来
て
も
寒
さ
の
中
に
い
て
も 

 

６
ペ
ー
ジ
へ  

NO.５５１ 10月号 
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日
時 

２
０
０
９
年
９
月
６
日 

 
 

 

11
時
20
分
〜
12
時
１
分 

場
所 

司
祭
館
一
階
集
会
室 

○
司
祭
団
よ
り 

 

来
年
３
月
28
日
16
時
よ
り
四
旬
節

「
音
楽
に
よ
る
黙
想
会
」
開
催
予

定
。 

 

愛
知
芸
大
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演

奏
と
聖
書
朗
読
で
構
成
す
る
。 

 

演
奏
者
に
は
教
会
か
ら
謝
礼
を
払
う

と
同
時
に
献
金
も
受
け
付
け
る
。 

○
報
告
事
項 

１
．
聖
堂
扉
の
修
理
に
つ
い
て 

扉
が
閉
じ
る
際
に
作
動
す
る
ブ
レ
ー

キ
の
故
障
が
あ
っ
た
。
怪
我
に
直
結

す
る
箇
所
の
た
め
、
緊
急
に
工
事
を

実
施
し
た
。 

２
．
納
骨
堂
管
理
委
員
会
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 
 

 

７
月
18
日
実
施 

祭
壇
や
壁
の
十
字
架
等
の
整
備
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
た
。 

共
同
納
骨
堂
の
ボ
ッ
ク
ス
が
、
あ
と

２
つ
で
満
杯
に
な
る
た
め
、
新
し
い

納
骨
堂
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
る
。
教
会
敷
地
内
に
納
骨
堂
を
建

設
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。 

東
八
事
霊
園
に
あ
る
南
山
教
会
墓
地

の
管
理
運
営
・
使
用
規
程
に
つ
い
て

も
検
討
中
。 

次
回
は
９
月
12
日
開
催
予
定 

３
．
８
月
の
平
和
の
祈
り
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 
 

 

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
行
事
と
し
て
、
多

く
の
方
の
参
加
を
得
、
よ
い
集
ま
り

と
な
っ
た
。 

４
．
バ
ザ
ー
準
備
状
況
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

９
月
12
日(

土)

か
ら
案
内
配
布 

９
月
19
日(

土)

か
ら
食
券
販
売 

マ
リ
ア
会
出
店
計
画
の
最
新
状
況
が

紙
面
に
て
示
さ
れ
た
。 

中
高
生
会
の
焼
き
そ
ば
実
施
確
認
。 

昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
焼
き
鳥
を
ど
う

す
る
か
今
後
検
討
す
る
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
つ
い

て
次
の
実
行
委
員
会(

９
月
12
日)

で

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。
バ
ザ
ー

そ
の
も
の
を
中
止
と
す
る
考
え
は
、

今
の
と
こ
ろ
無
い
。 

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
店
で
適
切
な
処
理
を
考
え
て
い

く
。 

５
．
教
区
行
事
に
つ
い
て 

司
教
様
叙
階
記
念
・
司
祭
修
道
女
金

祝
銀
祝
（
７
月
６
日
） 

年
度
教
区
テ
ー
マ
を
深
め
る
た
め
の

養
成
講
座(

７
月
18
日) 

司
教
様
を
囲
む
懇
談
会(

７
月
26
日) 

パ
ウ
ロ
や
殉
教
者
か
ら
学
ぶ
た
め

に
は
、
ま
ず
パ
ウ
ロ
や
殉
教
者
に

つ
い
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
学
ん

だ
こ
と
は
小
教
区
で
分
か
ち
合
っ

て
ほ
し
い
。 

小
教
区
は
地
域
に
対
し
て
責
任
を

負
っ
て
い
る
。 

広
島
平
和
巡
礼(

８
月
５
〜
６
日) 

６
．
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
い
に
つ
い
て 

９
月
27
日
13
時
30
分
〜 

カ
ト
リ
ッ
ク
恵
方
町
教
会
に
て 

テ
ー
マ
は
「
福
音
と
環
境 

—
 

私

と
自
然
そ
し
て
神
の
心 

—

」 

13
時
30
分
〜 

シ
ー
ゲ
ル
神
父
様
に
よ
る
講
演
と
広

田
奈
津
子
さ
ん
（
名
古
屋
生
物
多
様

性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
活
動
報

告 15
時
00
分
〜 

合
同
ミ
サ 

16
時
00
分
〜 

懇
親
会 

 
 

(

マ
イ
箸
・
マ
イ
カ
ッ
プ
持
参) 

17
時
頃 

閉
会 

駐
車
場
利
用
は
各
教
会
２
台
ま
で 

聖
書
と
典
礼
の
う
ち
何
部
か
を
教
会

か
ら
ま
と
め
て
持
っ
て
い
く 

７
．
聖
堂
横
女
子
ト
イ
レ
換
気
扇
故
障 

 
 

の
た
め
、
す
ぐ
修
理
す
る
。 

 ○
審
議
事
項 

１
．
敬
老
会
に
つ
い
て 

前
日
準
備
と
当
日
の
役
割
分
担
に
つ

い
て
確
認
し
た
。 

19
日
２
時
半
の
ミ
サ
後
に
準
備
。 

当
日
の
司
会
は
運
営
委
員
長 

お
食
事(
11
時
に
到
着)

や
花
な
ど
の

準
備
は
マ
リ
ア
会 

出
し
物
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。 

聖
堂
に
て
聖
歌
隊
の
歌 

マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
で
は
、
教
会
学

校
、
中
高
生
会
の
出
し
物
に
加
え
、

魚
住
さ
ん
に
よ
る
「
座
っ
て
で
き
る

ヨ
ガ
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。 

２
．
そ
の
他 

米
の
一
握
り
を
教
区
へ
届
け
る
こ
と

は
、
今
は
事
務
の
小
林
さ
ん
に
頼
ん

で
い
る
が
、
今
後
、
他
の
方
に
も
役

を
担
っ
て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い

く
。 

ミ
サ
中
の
ド
ア
を
開
放
す
る
こ
と
に

つ
い
て
ミ
サ
当
番
の
役
割
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
く
。 

南
山
短
大
が
、
二
〇
一
一
年
に
南
山

大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
動

す
る
。 

10
月
25
日
日
英
合
同
ミ
サ
は
、
演
奏

者
不
在
の
た
め
、
英
語
の
歌
な
し
で

実
施
。 

○
各
会
報
告 

【
マ
リ
ア
会
】 

 

○
例
会
の
報
告 

 
 

神
父
様
の
話
に
新
し
い
方
入
会 

 
 

敬
老
会
に
つ
い
て
打
合
せ 

 
 

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
報
告 

 
 

遠
足
を
11
月
６
日(

金)

に
予
定 

 
 

 

多
治
見
教
会
と 

 
 

 

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園 

 
 

バ
ザ
ー
に
つ
い
て
確
認 

 
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
つ 

 
 

い
て
は
、
10
月
の
初
金
ま
で
に
確 

 
 

認
し
た
い
。 

第
五
回
運
営
委
員
会
議
事
録 



 

3 

【
教
会
学
校
】 

 

８
月
16
日(

日)

聖
母
被
昇
天
祭
に
て

女
子
が
ロ
ザ
リ
オ
と
天
使
の
奉
仕
を

行
っ
た
。 

 

８
月
21
日(
金)
〜
23
日(

日) 
 

長
野
県
松
川
市
に
て
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
た
。
約
40
名
程
の
参
加
。 

 

皆
様
の
お
祈
り
の
お
か
げ
で
、
病
気

や
怪
我
無
く
無
事
終
了
。 

【
中
高
生
会
】 

 

９
月
６
日 

始
業
式 

 

10
月
４
日
〜 

堅
信
の
勉
強
会 

 
 

来
年
２
月
７
日
に
堅
信
を
受
け
る

方(

今
の
中
学
１
年
生)

は
教
会
事
務
所

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

【
中
高
生
父
母
の
会
】 

 

７
月
12
日
９
時
半
ミ
サ
後
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
っ
た
。
一
万
四
千

五
百
十
五
円
の
収
益
金
が
あ
り
、
教

会
に
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

【
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
】 

 

水
泳
訓
練
、
県
大
会
、
山
の
キ
ャ
ン

プ
は
無
事
終
了
。 

 

９
月
27
日(

日)

小
聖
堂
に
て
上
進
式

と
育
成
会
総
会
を
行
う
。 

【
手
話
の
会
】 

 

８
月
30
日(

日)

９
時
半
ミ
サ
後
、
教

区
の
聾
者
を
お
招
き
し
て
被
昇
天
の

お
祈
り
と
交
流
会
を
開
い
た
。
20
名

く
ら
い
の
参
加
で
軽
食
を
お
出
し
し

た
。
聾
者
の
豊
か
な
表
現
力
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
お
祈
り
、
お
祝
い
の
会

と
な
っ
た
。 

日
時 

２
０
０
９
年
10
月
４
日 

 
 
 

11
時
20
分
〜
12
時
40
分 

場
所 

司
祭
館
一
階
集
会
室 

○
司
祭
団
よ
り 

 

通
夜
と
葬
儀
の
し
お
り
の
作
成
に
つ

い
て 

 
 

初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
儀
に
出
席

さ
れ
た
方
の
た
め
や
、
今
後
の
教
会

の
宣
教
活
動
の
一
環
と
し
て
、
「
通

夜
と
葬
儀
の
し
お
り
」
の
作
成
を
決

定
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
葬
儀

の
奉
仕
関
係
者
と
協
議
す
る
。
Ａ
４

両
面
印
刷
を
三
つ
折
り
に
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
し
、
１
部
８
円
で
５
千

部
を
作
成
す
る
。 

○
報
告
事
項 

１
．
敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て 

限
ら
れ
た
予
算
内
で
充
実
し
た
内
容

で
あ
っ
た
。
当
日
の
出
席
者
を
把
握

す
る
た
め
に
受
付
は
必
要
で
あ
る
。 

 

今
後
は
、
付
添
者
の
方
の
食
事
に
も

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
付
き
添
い
の
方
の
弁
当
の

必
要
を
問
う
欄
を
設
け
る
よ
う
に
す

る
。 

２
．
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て 

 

信
徒
協
理
事
会
、
司
祭
評
議
会
の
報

告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
城
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
集
い
に
つ
い
て
最
終
確
認
が

あ
っ
た
。 

 

各
小
教
区
、
修
道
会
よ
り
今
後
の
活

動
予
定
を
紹
介
し
あ
っ
た
。 

 

膳
棚
教
会
で
は
、
毎
月
初
木
曜
日
に

司
祭
の
た
め
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
恵
方
町
教
会
で
は
、

日
曜
日
の
ミ
サ
後
、
司
祭
の
た
め
に

主
の
祈
り
を
唱
え
て
い
る
。 

３
．
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
い
に
つ
い
て 

 

９
月
27
日
、
恵
方
町
教
会
に
て
行
わ

れ
た
。
「
福

音
と

環
境
」
に
つ
い

て
、
シ
ー
ゲ
ル
神
父
様
の
講
演
や
広

田
奈
津
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
。 

 

教
会
と
し
て
も
何
ら
か
の
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
考
え
る
機
運
が
高

ま
っ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、

教
会
の
エ
ア
コ
ン
利
用
期
間
を
ど
う

す
る
か
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
来
７

月
〜
９
月
だ
っ
た
も
の
が
、
諸
般
の

事
情
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
期
間
に

も
使
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
今
後
、

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
く
。 

４
．
バ
ザ
ー
委
員
会
よ
り 

 

ヨ
セ
フ
会
や
マ
リ
ア
会
の
協
力
で
食

券
を
販
売
し
、
既
に
完
売
の
品
目
も

あ
り
順
調
で
あ
る
。
今
年
も
ゴ
ミ
分

別
は
、
可
燃
・
不
燃
・
ビ
ン
や
カ
ン

の
３
分
別
と
す
る
。
ゴ
ミ
は
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
。
た
だ

し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
は
別
に
行
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
も
協
力
す
る
。
ゴ
ミ
減
量
の

観
点
か
ら
、
箸
や
カ
ッ
プ
の
持
参
を

お
知
ら
せ
で
呼
び
か
け
る
。
こ
れ
は

強
制
で
は
な
い
。 

 2009.9.20 敬老会 塗油の秘跡  2009.9.20 敬老会 聖歌隊歌のプレゼント 

第
六
回
運
営
委
員
会
議
事
録 
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備
品
の
点
検
、
当
日
の
配
置
や
雨
天

の
際
の
対
策
等
調
整
中
で
あ
る
。 

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
は 

教
会
の
お
知
ら
せ
で
周
知
徹
底
す

る
。 

５
．
納
骨
堂
管
理
委
員
会
よ
り 

 

共
同
墓
地
の
管
理
運
営
・
使
用
規
定

を
作
成
し
た
。
来
月
に
は
実
施
す
る

見
込
み
。 

 

今
後
、
共
同
墓
地
の
管
理
料
を
当
教

会
で
負
担
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
理

解
し
、
承
認
し
た
。 

 

○
審
議
事
項 

１
．
バ
ザ
ー
に
つ
い
て 

 

今
年
は
平
針
、
恵
方
町
両
教
会
か
ら 

 

テ
ン
ト
を
借
用
す
る
。
テ
ン
ト
の
部

品
管
理
は
、
色
テ
ー
プ
を
利
用
し
、

紛
失
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
設
営

は
、
ヨ
セ
フ
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
協
力
を
お
願
い
し
た
。 

２
．
典
礼
セ
ン
タ
ー
ピ
エ
タ
の
展
示
会

に
つ
い
て 

 

11
月
１
日
（
日
）
マ
リ
ア
館
１
階
集

会
室
に
て
展
示
即
売
会
を
開
催
す

る
。
教
会
か
ら
活
動
援
助
と
し
て
１

万
円
を
送
る
。 

３
．
米
の
一
握
り
運
動
に
つ
い
て 

 

運
動
で
集
ま
っ
た
米
を
信
徒
協
へ
届

る
ス
タ
ッ
フ
を
事
務
の
小
林
さ
ん
と

炊
き
出
し
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
運
営

委
員
の
中
か
ら
当
番
を
募
る
。 

 

次
回
の
運
営
委
員
会
で
調
整
す
る
。 

４
．
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
駐
車
場 

 

ク
リ
ス
マ
ス
に
初
め
て
教
会
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
の
駐
車
場
を
確
保
す

る
た
め
、
南
山
中
学
高
校
男
子
部
に

協
力
を
依
頼
す
る
。
学
園
側
に
受
け

入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
教
会
関
係

者
の
う
ち
ど
う
し
て
も
自
家
用
車
で

来
る
こ
と
が
必
要
な
方
の
車
を
、
ま

ず
男
子
部
の
駐
車
場
に
駐
車
し
て
も

ら
い
、
初
め
て
教
会
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
の
車
を
優
先
的
に
教
会
駐
車
場

に
止
め
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た

い
。 

５
．
大
聖
堂
内
で
の
受
信
機
貸
し
出
し

に
つ
い
て 

香
部
屋
に
あ
る
５
台
の
受
信
機
を
貸

し
出
す
よ
う
に
す
る
。
借
り
る
人
が

香
部
屋
へ
行
く
の
で
は
な
く
、
ヨ
セ

フ
会
の
ミ
サ
当
番
の
方
に
玄
関
で
渡

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

そ
の
際
、
イ
ヤ
ホ
ン
は
利
用
す
る
方

に
用
意
し
て
い
た
だ
く
。 

ま
た
、
聖
堂
の
音
響
に
つ
い
て
説
教

が
聴
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
る
の

で
対
策
を
検
討
し
た
。
後
日
、
仮
設

放
送
機
器
を
使
用
し
て
音
響
効
果
の

実
験
を
行
い
協
議
す
る
。 

２
台
ス
ピ
ー
カ
を
増
や
す
と
う
ま
く

い
き
そ
う
で
あ
る
。 

６
．
聖
堂
外
側
ト
イ
レ
へ
の
ス
ロ
ー
プ

に
つ
い
て 

 

聖
堂
外
側
の
ト
イ
レ
へ
行
こ
う
と
し

た
車
い
す
利
用
の
方
が
、
ト
イ
レ
へ

の
ス
ロ
ー
プ
の
と
こ
ろ
で
仰
向
け
に

ひ
っ
く
り
か
え
る
事
故
が
あ
っ
た
。

車
い
す
利
用
の
方
に
は
マ
リ
ア
館
の

ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

表
示
が
し
て
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う

な
事
故
を
受
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
か
を
話
し
合
っ
た
。 

 

専
門
家
の
提
案
を
聞
き
、
よ
い
対
策

が
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
し
て
い
く

が
、
な
け
れ
ば
、
聖
堂
ト
イ
レ
横
の

出
入
り
口
に
「
段
差
あ
り
」
と
「
身

障
者
用
ト
イ
レ
が
マ
リ
ア
館
に
あ
り

ま
す
」
の
表
示
を
し
、
注
意
を
促
す

こ
と
に
す
る
。 

 ○
各
会
報
告 

【
典
礼
委
員
会
】 

 

10
月
の
間 

教
会
の
祈
り
は
休
み 

 

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
す 

 

11
月
１
日 

諸
聖
人
の
祭
日 

 

11
月
８
日 

死
者
の
為
に
祈
り 

 

午
後
２
時
半
～
共
同
納
骨
堂
に
て 

 

ミ
サ
を
捧
げ
ま
す
。 

【
マ
リ
ア
会
】 

 

敬
老
会
で
の
活
動
が
満
足
で
き
る 

 

内
容
で
評
判
も
良
か
っ
た 

 
11
月
６
日
（
金
） 

遠
足
の
予
定 

 

 
場
所
は
多
治
見
修
道
院
、
オ
リ
べ
ス 

 

ト
リ
ー
ト
に
決
定
し
た
。 

 

バ
ザ
ー
に
つ
い
て
各
班
と
の
最
終 

 

確
認
と
調
整
を
行
い
ゴ
ミ
処
理
、 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
、
協
議 

 

し
た
。 

【
ヨ
セ
フ
会
】 

 

第
２
回
班
長
会
議
で
教
会
の
美
化 

 

打
合
せ
、
バ
ザ
ー
食
券
販
売
や 

 

設
備
の
設
営
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

【
英
語
ミ
サ
】 

 

10
月
25
日 

合
同
ミ
サ
で
歌
う 

 

曲
目
を
話
し
あ
っ
た
。 

 

バ
ザ
ー
チ
ケ
ッ
ト
も
販
売
し
た
。 

【
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
】 

 

10
月
３
日
～
４
日
名
古
屋
ま
つ
り 

 

の
沿
道
警
備
に
担
当
、
三
ヵ
国
語
で 

 

案
内
を
行
っ
た
。 

 

バ
ザ
ー
で
豚
汁
を
販
売
す
る
。 

 

会
場
の
設
営
、
ゴ
ミ
処
理
等
の
手
伝 

 

い
に
参
加
す
る
。 

【
中
高
生
会
】 

 

10
月
４
日
か
ら
堅
信
の
勉
強
を
開
始 

 

す
る
。 

 

11
月
15
日 

遠
足
会
を
開
催 

 

８
時
の
ミ
サ
後
、
９
時
に
紅
葉
見
物 

 

へ
出
発
。 

【
聖
ラ
ザ
ロ
村
友
の
会
】 

 

第
36
回 

会
計
報
告
計
上 

 

36
年
間
の
長
き
に
渡
り
活
動
中
、 

 

今
後
も
ご
支
援
を
賜
わ
り
た
い
。 

 
 

（
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 
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Ｂ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

２
・
３ 

復
活
・
神
の
力
と 

誠
実
さ
の
啓
示 

 

「
こ
の
イ
エ
ス
を
神
は
、
お
定
め

に
な
っ
た
計
画
に
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
ご
存
じ
の
う
え
で
、
あ
な
た

が
た
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
す

が
、
あ
な
た
が
た
は
律
法
を
知
ら

な
い
者
た
ち
の
手
を
借
り
て
、
十

字
架
に
つ
け
て
殺
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
神
は
こ
の
イ

エ
ス
を
死
の
苦
し
み
か
ら
解
放
し

て
、
復
活
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
イ

エ
ス
が
死
に
支
配
さ
れ
た
ま
ま
で

お
ら
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

あ
り
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
」

使 

２:

23-

24 
  

 

キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
上
で
亡
く
な
っ

た
時
、
イ
エ
ス
の
敵
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
弟
子
た
ち
も
イ
エ
ス
の
活
動
が
挫

折
で
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
考
え
方
は
、
敵
に
と
っ
て
喜
び
、

弟
子
た
ち
に
と
っ
て
絶
望
の
源
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
は

復
活
し
ま
し
た
。
こ
の
復
活
は
、
父
で

あ
る
神
の
力
と
愛
を
知
っ
た
上
に
、
神

を
完
全
に
信
頼
し
て
い
た
イ
エ
ス
以
外

に
は
、
誰
も
期
待
す
る
こ
と
も
、
想
像

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
出

来
事
で
し
た
。
神
は
イ
エ
ス
を
復
活
さ

せ
、
新
し
い
命
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
以
前
に
キ
リ
ス
ト
に
与
え
た
約
束

を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
約
束

と
い
う
の
は
、
神
が
絶
対

に
キ
リ
ス
ト
を
見
捨
て

る
こ
と
な
く
、
悪
に

負
け
る
こ
と
も
許

さ
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
こ

の
意
味
で
、
イ
エ
ス

の
復
活
は
、
わ
た
し

た
ち
が
愛
に
生
き
る
こ

と
を
求
め
て
お
ら
れ
る
神
の

全
能
の
力
と
そ
の
誠
実
さ
を
現
す

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。 神

は
全
能
者
で
あ
り
、
誠
実
な
方
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
約
束
が
人
間
の

目
に
実
現
不
可
能
に
見
え
て
も
、
神
が

そ
れ
を
必
ず
果
た
し
て
く
だ
さ
り
、
し

か
も
、
わ
た
し
た
ち
の
期
待
や
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
素
晴
ら
し
い
形
で
果

た
し
て
く
だ
さ
る
と
わ
た
し
た
ち
が
確

信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
故

に
、
わ
た
し
た
ち
は
神
に
絶
対
的
な
信

頼
を
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
愛
に
苦
し
み
が
伴
っ
て
も
、
時

に
こ
の
愛
が
わ
た
し
た
ち
を
囲
む
悪
よ

り
も
弱
い
も
の
に
見
え
て
も
、
神
の
望

み
に
従
っ
て
自
分
の
人
生
を
愛
に
賭
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

確
か
に
わ
た
し
た
ち
が
体
験
し
て
い

る
通
り
に
愛
に
は
苦
し
み
、
時
に
は
非

常
に
大
き
な
苦
し
み
が
伴
い
ま
す
が
、

イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
復
活
に
よ
っ
て
示

し
て
下
さ
っ
た
よ
う
に
、
愛
の
目
的
は

苦
し
み
で
も
な
け
れ
ば
、
死
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
愛
の
目
的
は
、
愛
そ
の
も
の

で
あ
る
神
の
命
に
与
る
こ
と
、
つ
ま
り

永
遠
の
命
と
呼
ば
れ
る
永
遠
に
続
き
愛

で
満
た
さ
れ
た
真
の
命
な
の
で
す
。
こ

の
世
で
は
、
愛
が
傷
つ
き
や
す
い
も
の

で
あ
っ
て
も
、
全
能
の
神
ご
自
身
の
力

と
そ
の
誠
実
さ
に
よ
っ
て
、
実
は
愛
は

あ
ら
ゆ
る
悪
や
苦
し
み
、
そ
し
て
死
よ

り
も
強
い
の
で
す
。
従
っ
て
、
わ
た
し

た
ち
は
死
が
も
た
ら
す
恐
れ
に
負
け
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
の
恐
れ
か

ら
解
放
さ
れ
た
ら
、
イ
エ
ス
と
同
じ
よ

う
に
最
後
ま
で
愛
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。 

考
え
て
見
れ
ば
、
苦
し
む
と
い
う
の

は
、
こ
の
苦
し
み
の
大
き
さ
や
性
質
に

よ
る
程
度
で
、
死
を
前
も
っ
て
味
わ
う

こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
苦
し
み

へ
の
恐
れ
は
、
最
終
的
に
死
へ
の
恐
れ

で
あ
り
、
自
分
が
絶
滅
さ
れ
る
恐
れ
な

の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
死
に
対
す

る
恐
れ
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
限
り
、
苦

し
み
に
対
す
る
恐
れ
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
続
け
る
し
、
最
後
ま
で
愛
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
が
ご
自
分
を

信
じ
る
人
を
終
わ
り
の
日
に
復
活
さ
せ

て
下
さ
る
と
い
う
約
束
（
ヨ
ハ
６:

37-

40
）
と
イ
エ
ス
の
死
に
対
す
る
勝
利

は
、
わ
た
し
た
ち
の
個
人
の
復
活
と
永

遠
の
命
へ
の
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
意
味
で
イ
エ
ス
の
復
活
は
、
わ
た

し
た
ち
を
死
や
苦
し
み
に
対
す
る
恐
れ

か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、

最
後
ま
で
愛
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を

与
え
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。 

 参
照
： 

１
コ
リ
２:

４-

10
、
１
コ
リ

15:

50-

58 

愛
と
苦
し
み
（
そ
の
９
） 

人
間
の
癒
し
の
源
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活 
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典
礼
委
員
長 

 

新
内
飛
鳥 

 

２
０
０
９
年
７
月
26
日
、
年
間
第
17
主

日
９
時
半
ミ
サ
後
、
侍
者
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
勢
15
名
の
参
加
を
得
ら
れ

た
こ
と
は
大
き
な
恵
で
す
。
10
時
半
に

聖
堂
玄
関
に
集
合
し
香
部
屋
に
移
動
し

ま
し
た
。
香
部
屋
に
入
る
と
出
欠
を
確

認
し
が
て
ら
テ
キ
ス
ト
を
配
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
「
現
在
の
南
山
教
会
で

は
」
と
前
置
き
し
聖
堂
内
で
の
立
ち
居

振
る
舞
い
と
心
の
在
り
方
、
香
部
屋
で

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
。
侍
者
と
は

そ
も
そ
も
何
者
で
あ
る
か
を
学
び
、
ど

ん
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
概

念
の
部
分
で
の
学
び
を
終
え
る
と
、
次

に
実
際
に
ミ
サ
で
使
わ
れ
る
祭
器
具
を

並
べ
名
前
と
使
い
道
を
勉
強
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
知
識
を
踏
ま
え
た

上
で
今
度
は
大
聖
堂
で
実
際
の
動
き
を

学
び
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
が
模
範
を
見
せ

新
し
い
仲
間
が
そ
れ
を
実
践
す
る
と

い
っ
た
形
で
練
習
が
進
み
ま
し
た
。
入

堂
行
列
か
ら
ミ
サ
の
流
れ
に
沿
っ
て
閉

祭
し
退
堂
、
香
部
屋
に
戻
る
ま
で
を
細

か
い
動
き
を
確
認
し
な
が
ら
じ
っ
く
り

と
練
習
し
ま
し
た
。
12
時
を
迎
え
ボ
ク

ダ
ン
師
に
よ
る
祝
福
の
祈
り
を
以
て
講

習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
マ
リ

ア
館
ホ
ー
ル
に
用
意
さ
れ
た
食
事
を
共

に
い
た
だ
き
解
散
し
ま
し
た
。 

講
習
会
の
テ
キ
ス
ト
に
次
の
掲
載
が
あ

り
ま
す
。 

 

南
山
侍
者
団 

七
つ
の
約
束 

 

１
．
主
日
の
ミ
サ
に
き
ち
ん
と
出
る

こ
と 

２
．
聖
堂
内
で
は
沈
黙
を
捧
げ
る
こ

と 

３
．
聖
堂
内
で
は
ふ
ざ
け
な
い
こ
と 

４
．
先
輩
の
言
う
事
を
聞
く
こ
と 

５
．
小
さ
な
仲
間
を
い
た
わ
る
こ
と 

６
．
時
間
を
守
る
こ
と 

７
．
こ
れ
ら
の
約
束
を
守
る
こ
と 

  

特
に
小
さ
な
侍
者
の
保
護
者
の
方
や

大
人
の
信
徒
は
、
彼
ら
が
約
束
を
果
た

せ
る
よ
う
に
見
守
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

１
ペ
ー
ジ
か
ら 

 

神
様
は
ち
ゃ
ん
と
一
人
一
人
を
暗
闇
の
世

界
に
お
見
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
。 

苦
し
み
を
迎
え
る
前
に
イ
エ
ス
様
は
御
自
分

の
歩
く
道
を
弟
子
達
に
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
あ
れ
を
聞
い
た
熱
心
党
に
ぞ
く
す
る
ユ

ダ
「９
月
28
日
記
念
」
が
不
思
議
に
思
っ
て

イ
エ
ス
様
に
ど
う
し
て
世
に
で
は
な
く
弟
子

達
に
は
っ
き
り
自
分
の
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し

た
か
。
そ
れ
は
彼
ら
を
愛
し
た
か
ら
で
す
。

天
使
の
よ
う
に
神
の
言
葉
を
素
直
に
求
め

る
人
は
神
に
愛
さ
れ
、
神
の
国
に
秘
密
を

と
い
て
得
る
事
に
な
り
ま
す
。
御
父
は
そ
の

人
を
愛
し
、
私
達
は
そ
の
人
の
も
と
に
行

き
、
共
に
住
む
「ヨ
ハ
ネ
14
・23
」 

 

今
月
私
達
は
使
徒
ユ
ダ
を
含
め
て
４
人
の

熱
心
な
聖
人
を
記
念
し
ま
す
が
二
人
は
同

じ
名
前
を
も
っ
て
い
ま
す
。
幼
き
テ
レ
サ
「

10
月
の
２
日
」は
素
直
さ
に
か
け
て
は
優
れ

た
聖
人
で
す
。
神
の
国
の
教
え
す
な
わ
ち

イ
エ
ス
様
の
言
葉
を
す
べ
て
素
直
に
聞
き
従

い
彼
女
は
何
も
恐
れ
る
事
無
く
イ
エ
ス
様
に

信
頼
を
か
け
ま
し
た
。
そ
う
し
て
イ
エ
ス
様

の
乙
女
で
あ
る
テ
レ
サ
は
「10
月
15
日
」イ

エ
ス
様
と
の
一
致
を
憧
れ
て
祈
り
の
生
活
に

よ
っ
て
教
会
宣
教
活
動
を
支
え
て
促
し
ま

し
た
。 

 

彼
ら
は
熱
心
党
の
ユ
ダ
に
約
束
さ
れ
た
助

け
る
方
で
あ
る
聖
霊
「ヨ
ハ
ネ
14
：
17
」
の

導
き
に
従
い
、
霊
に
よ
る
与
え
ら
れ
る
イ
エ

ス
様
の
平
和
を
体
験
し
ま
し
た
。
天
の
使

い
、
真
理
の
霊
、
聖
人
達
の
存
在
は
神
の
慈

し
み
を
示
す
方
で
あ
り
、
私
達
が
天
ま
で

無
事
に
着
く
よ
う
に
助
け
る
か
た
が
た
で

す
。
今
月
マ
リ
ア
様
を
初
め
聖
人
達
と
共

に
神
の
慈
し
み
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。 

2009.9.27 城東ブロックの集い 絵の掲示 

 城東ブロックの集い シーゲル師講演 城東ブロックの集い 合同ミサ（恵方町教会） 

侍 

者 

会 
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522 「神の御子が地上に来られたことは重要な出来事でしたので、神は幾世紀にもわたってそ
れを準備なさいました。「最初の契約」に見られる祭儀とささげ物、前表や象徴などを、
キリストへ向かうように仕向けられました。さらに神は、イスラエルの相次いで起こった
預言者たちの口を通して、キリストを告げられました。そのうえ、異邦人の心のうちにも
キリストの到来へのおぼろげな期待を抱かせました。」   

549 「イエスは、ある人々を飢え、不正義、病気、死など、この世の不幸から解放することに
よって、メシアとしてのしるしを示されました。しかし、イエスが来られたのはこの世の
あらゆる不幸をなくすためではなく、もっとも重大な隷属、すなわち、罪の奴隷の状態か
ら人々を解放するためでした。罪は神の子らとしての召命を妨げ、ありとあらゆる人間的
束縛の原因となるのです。」  

550 「神の国の到来はサタンの支配の破滅を意味します。「わたしが神の霊で悪霊を追い出し
ているのであれば、神の国はあなたたちのところに来ている」(マタイ12・28)。イエスの
悪魔払いは、人々を悪霊の支配から解放します。これは、「この世の支配者」に対するイ
エスの大勝利を先取りするものでした。神の国はキリストの十字架によって決定的に打ち
建てられます。「神は木の上から支配されました」 

カトリック教会のカテキズムより 

聖 ラ ザ ロ 村 友 の 会  第 3 6 回 会 計 報 告  
 

収 支 計 算 書  
自 2 00 8 年 9 月 1 日  至 2 0 0 9 年 8 月 3 1 日  

   単 位 ： 円  

収 支 の 部  金   額  支 出 の 部  金   額  

期首  銀行預金残高  5 2 , 2 5 0  送 金 手 数 料  5 9 , 2 3 0  

一 般 寄 付 金  2 , 3 5 2 , 4 0 0  通 信 費  1 0 , 4 0 0  

受 取 利 息  2 3  印 刷 費  3 3 , 0 7 5  

    聖 ラ ザ ロ村  送 金 額    

    2 0 0 8 年 1 0 月 2 日  1 2 3 , 0 3 8  

    1 2 月 1 2 日  1 5 6 , 4 0 0  

    1 2 月 2 2 日  5 6 4 , 0 0 0  

    2 0 0 9 年 1 月 9 日  5 6 0 , 5 2 5  

    2 月 2 7 日  1 0 4 , 6 1 6  

    3 月 3 0 日  2 7 1 , 0 0 0  

    5 月 2 6 日  1 1 6 , 0 0 0  

    6 月 2 4 日  1 6 1 , 0 0 0  

    7 月 2 4 日  1 2 5 , 0 0 0  

    8 月 2 7 日  1 0 5 , 0 0 7  

    期 末  銀行 預 金 残 高  1 5 , 3 8 2  

合   計  2 , 4 0 4 , 6 7 3  合   計  2 , 4 0 4 , 6 7 3  

 

聖
ラ
ザ
ロ
村
友
の
会
決
算
報
告 

伊
藤 

宗
太
郎  

 

南
山
教
会
で
は
36
年
前
か
ら

韓
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
治
療

施
設
「
ラ
ザ
ロ
村
」
を
資
金
援

助
し
て
い
ま
す
。
支
援
母
体
で

あ
る
聖
ラ
ザ
ロ
村
友
の
会
の
決

算
報
告
を
つ
ぎ
の
通
り
発
表
し

ま
す
。 

 

会
員
の
高
齢
化
と
経
済
の
低

迷
に
よ
り
寄
付
金
額
は
昨
年
と

比
較
し
て
減
少
気
味
。
み
な
さ

ま
の
貴
重
な
お
金
を
円
高
・

ウ
ォ
ン
安
の
為
替
レ
ー
ト
を
利

用
し
、
有
利
に
韓
国
へ
送
金
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
聖
ラ
ザ
ロ
村
の
患
者

さ
ん
た
ち
が
に
こ
に
こ
笑
っ
て

不
自
由
な
手
足
を
あ
げ
て
踊
る

姿
を
思
い
う
か
べ
、
幸
せ
一
杯

の
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ご
援

助
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
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10
月 

ロザリオの月 

18(日)世界宣教の日 

25(日)バザー  2(金)マリア会例会(懇談会) 
 4(日)運営委員会 
14(水)14：30子ども部屋 
18(日)典礼委員会 
24(土)要約筆記付きミサ 

15(木)司祭協議会 
18(日)世界宣教の日 

（献金） 
22(木)司祭評議会 

11
月 

 1(日)諸聖人の祝日 
 2(月)死者の日 
 9(月)ラテラン教会の

献堂 
22(日)王である 

キリスト 
29(日)待降節第一主日 

 1(日)行事予定及び 
 予算審議開始 
15(日)14:00墓参 
22(日)9:30天使ミサ･ 

入門式 
29(日)教区デーの分か

ち合い 

 1(日)運営委員会 
 6(金)マリア会例会(懇談会) 
11(水)14：30子ども部屋 

15(日)教会学校七五三 
15(日)典礼委員会 
21(土)要約筆記付きミサ 

 1(日)教区東八事合

同慰霊祭 
15(日)～22(日)聖書

週間 
19(木)司祭協議会 
29(日)教区デー 

 
教会典礼歴 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

 

受 洗 

結 婚 

帰 天 

転 入 

転 出 

 ♡  お幸せに ♡ 

 ご冥福をお祈りいたします 

 ようこそ 

 いつまでもお元気で 

 おめでとうございます 

９月５日  

  栗宗一人♥ ｶﾀﾘﾅ髙見由美 

  ｸﾗﾗ      成井 咲喜子 

  ﾏﾘｱ      福原 来瞳 

  ８月２３日 

    ｸﾗﾗ   髙橋恵美子  (90歳） 

 ９月１１日 

 ｳｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ 加藤純一  (84歳） 

  ﾏｼﾐﾘｱﾉ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾍﾞ平田 悠樹(田園調布) 

  使徒ﾖﾊﾈ    川原 克博(恵方町) 

 
南 

山 

句 

会 
  
 
 
 

平
成
二
十
年
九
月
三
日 

信  者  の  消  息 

     

ゆ
く
夏
や
け
ふ
も
流
る
る
隅
田
川 

の
ぼ
る 

語
り
部
も
み
な
年
老
い
し
敗
戦
忌 

洋 

子 

い
つ
ま
で
も
歯
切
れ
の
悪
き
残
暑
か
な 

光 

子 

星
遠
し
銀
漢
さ
ら
に
遠
き
か
な 

ひ
ろ
し 

初
花
の
大
輪
眞
白
聖
母
祭 

せ
つ
子 

今
朝
も
又
名
残
惜
し
げ
に
秋
の
蝉 

と
く
子 

木
漏
れ
日
に
光
放
て
る
芋
の
露 

あ
き
子 

下
駄
鳴
ら
し
は
ね
て
踊
っ
て
盆
踊
り 

瑞 

子 

遠
花
火
音
は
な
や
か
に
終
り
け
り 

紀 

子 

蝉
の
穴
残
し
絶
唱
消
へ
に
け
り 

佐
知
子 

 

毎
月
第
一
水
曜
日
午
後
一
時
半 

マ
リ
ア
館
一
階
集
会
室 


